
「今回の事態を受けて、日本の企

業は根本的に事業継続計画（BCP）

を見直すことになる」―。

災害対策・事業継続対策ソリュー

ションを提供してきたIT／通信ベン

ダーはそう口を揃える。

当面、企業の投資は被災からの

復旧と、これまで想定していなかっ

た事態―津波や長期間にわたる

電力不足など―への対応策へと

向けられる。通信系ディーラー／

SIerは、こうしたニーズにどう応え

るべきか。今月と来月の2号にわた

ってレポートする。

いつもの商材に新たな切り口

被災企業の復興支援、あるいは、

有事における事業継続体制をこれ

から整備しようとする企業に対して、

何が提供できるのか。NEC・企業ネ

ットワーク開発本部グループマネー

ジャーの小林佳和氏は、図表1のソ

リューションマップを提示したうえ

で、次のように語る。

「今までの商材で十分に要望に応

えることができる。お客様に最も近

いディーラーの方々が今困っている

課題を聞き取り、既存の商材を組み

合わせてソリューションを届けてほ

しい」

災害発生時に備えるべきポイント

は、大きく分ければ次の3点になる。

情報資産の保護、人的資源の保護、

そして通信・連絡手段の確保だ。そ

の大部分で、企業ネットワークを構

築し、コミュニケーション環境を整

備するための製品とサービスが活用

できる。

例えば、拠点間での会議に使って

いるWeb会議システムは、被災拠点

との間で情報共有を行う場合にも役

立つ。プレゼンスやインスタントメッ

セージング（IM）は、固定・携帯電話

ともに不通となった状態でも、IPネッ

トワークを通じて安否を確認し、緊

急の業務指示を行う場合に使える。
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ICTで有事に備える!

災害対策
事業継続対策
ソリューション
災害発生に備えるべきポイント

情報資源を守る

重要システムの分散設置やデータバ
ックアップなどにより、情報拠点を
複数持つ（二重化）ことで、地震や火
災、テロ攻撃といった緊急事態が発
生しても、損害を最小限にとどめ、
スムーズな復旧が可能になる

該当するソリューション

データセンターサービス
ホスティングサービス
ストレージサービス
データバックアップ
ディザスタリカバリ
UPS（無停電電源装置）

緊急時に迅速な意思決定と正確な情報伝達
を実現するためには、通信・連絡手段の確保
が重要になる。拠点間のネットワークバックア
ップのほか、社内システムへのリモートアクセ
ス、電話会議やWeb会議など複数の通信手段
を用意しておくことで、災害時にも円滑なコミ
ュニケーションが取れるだけでなく、出勤困難
時の在宅勤務も可能になる

該当するソリューション

ネットワークバックアップ
テレビ会議／Web会議／電話会議
プレゼンス／インスタントメッセージング
ケータイ内線（FMC）
仮想デスクトップ／リモートアクセス
クラウド型メール／ストレージ

該当するソリューション

安否確認システム
緊急地震速報サービス
災害用伝言板／ポータル

災害発生後、従業員の安否を迅速に
確認することで、人命の保護はもち
ろん事業活動の再開もスムーズに行
えるようになる。多数の社員との間
で効率的に情報の配信・収集を行う
ためのシステムは、災害発生時の安
否確認だけでなく、事業再開時や平
常時など通常の連絡手段としても活
用できる

災害発生

第2特集 Special Feature

未だ余震の恐怖は去らず、電力供給への不安も消え

ないなか、災害対策は企業にとって最優先課題とな

った。ICTを活用して強固な事業継続基盤を作るた

めの方策を2号にわたってレポートする。

文◎坪田弘樹（本誌）

通信系ディーラーに求められる緊急対策

通信系ディーラーが貢献できる災害・事業継続対策とは何か。答えは明確だ。

電話とメールが止まったら終わり―。そうした状況から脱皮し、柔軟なワ

ークスタイルを実現するための方策を今こそ提案しよう。

既存商材＋クラウドで事業継続提案を

災害発生直後 
（安否確認＆状況確認） 災害対策本部立ち上げ（現状把握＆事業継続指示） 復興支援→通常業務 

さまざまな通信手段の確保 

プレゼンス＆チャット 
UNIVERGE Messenger K2

電話がつながりにくい状況下でプ
レゼンスを確認しチャットで連絡を
実現 

3画面を用いた臨場感のあ
る会議でストレスのない会
議を実現 

NGNを利用して電話をかけ
るようにHD画質の会議を実
現 

シンクライアントとリモ
ートアクセス環境を合
わせて提供 

ホワイトボードに書いた文字・図も共有
できるWeb会議システム 自営設備が復旧するまでサービス

で仮運用 

災害により水濡れした紙資料などを
電子化。将来のペーパーレス化にも
有効 

まずは基本構成から始めるPBX

映像コミュニケーションで被災者
のメンタル面を遠隔地の医師が継
続ケア 

遠隔地とホワイトボード情報を共有 

会議室に設置する集
音型マイクスピーカー 
 

音声＆資料共有の遠
隔会議をサービス提
供 

社外から携帯電話でメールやアド
レス帳が活用できる 

インターネット経由で社外から
でも内線電話を活用できる 

モバイル端末活用 
ケータイポータル 

どこでも内線 

※ 色の濃淡は導入容易性を表す。 
色が薄いほど手軽に導入可能 

いち早く対処・決断するための遠隔コミュニケーション 

UC会議ソリューション 

テレビ会議システム 

緊急対策会議ソリューション 

Web会議システム 
Adobe Connect

ホワイトボード共有 

二次災害を避ける在宅勤務／サテライトオフィス 

シンクライアント 
在宅勤務ソリューション 

音声会議システム 
VoicePoint IP

Web会議サービス 
UNIVERGE Live

今後の事業継続性拡大 

メール・ストレージサービス 
UNIVERGE Live

緊急電話パック 
SV8300＋アナログ電話 

遠隔相談ソリューション 

文書一括電子化サービス 

図表1 NECの復興ソリューションマップ


